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【問合せ先】

〇 特 別支援教育推進計画に関すること

東京都教育庁都立学校教育部特別支援教育課特別支援学校係

担当 :山口、鈴木

電話 :03-5320-6757(直 通)

O 工 事計画に関すること

東京都教育庁都立学校教育部特別支援教育課施設係

担当 :吉回、熊澤

電話 :03-5320-6765(直 通)

① 設 計及び工事担当

東京都財務局建築保全部施設整備第二課建築係

担当 :森井、畑山

電話 :03-5388-2816(直 通)

説 明 会 資 料
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○計 画 概 要

○開 校 年 度

O設 置学部等

O学 校の特徴

都立東部地区学園特別支援学校 (仮称)の 設置計画

「東京都特別支援教育推進計画第二次実施計画」(平成 19年 11月 )

に基づき、旧都立水元高等学校跡地に、知的障害が軽い生徒を対象と

した高等部職業学科と肢体不自由教育部門 (小学部、中学部、高等部)

を併置する 「都立東部地区学園特別支援学校 (仮称)」を設置 します。

平成 27年 度 (予定)

知的障害教育部門 高等部職業学科 (就業技術科)

24学 綱t 240名

通学対象は都内全域

小学部 口中学部 ・高等部

21学 級 65名 程度

通学対象は主に葛飾区在住の児童 ・生徒

肢体不自由教育部門

① 知 的障害教育部門と肢体不自由教育部門を併設する学校です。

② 知 的障害教育部門は卒業後に企業への一般就労を目指す生徒を対

象とした就業技術科を設置します。通学する生徒は高等部の生徒の

みとし、都内全域から公共交通機関を利用して一人通学します。

③ 肢 体不自由教育部門は、現在、都立江戸川特別支援学校 (江戸川

区本一色に設置)に 通学している、葛飾区内に在住する児童 コ生徒

が主に通学します。本計画により、葛飾区在住の肢体不自由の児童 ・

生徒の通学負担の緩和が図られます。通学はスクールバスの利用を

基本とします。



都 立東部地 区学園特別支援学校(仮称)改築工事計画概要 について

O工 事計画概要

計画地は、新設する区道を挟み、北側敷地と南側敷地に分かれています。北側敷地に

校舎棟、南側敷地にグラウンド及び付帯施設を整備します。

また、南側敷地は、平成27年4月、都立東部地区学園特別支援学校(仮称)の仮設校舎

対応で開校を迎え、知的障害教育部門が先行開校します。その後、引き続き都立水元特

別支援学校の仮設校舎として使用するため、グラウンドの整備は、都立水元特別支援学校

が改築した後となります。

なお、旧 都立水元高等学校跡地の一部は、葛飾区の行政計画である「フィットネスパー

ク整備事業(体育館口屋外運動施設口公園)」の拡張用地並びに区道用地として、今後、葛

飾区が整備を予定しています。
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建築物の名称 都立東部地区学園特別支援学校 (仮称)

敷地の地名地番

北 側 敷 地 南 側 敷 地

東京都葛飾区

水元一丁目24番1

東京都葛飾区

水元一丁目24番4

用 途 地 域 等

( 防火 地 域)

( その 他 地 域)

第一種中高層住居専用地域、一部第一種住居地域

(法定建ぺい率 :60%<角 地緩和により70%>)

(法定建容積率 : 200%)

準防火地域

第2種 高度地域

建
築
物

の
名
称
概

要

主要用途 特別支援学校

敷地面積 15,619.03阿百 4,797.83甫

建築面積 約9,500甫

(建ぺい率約60.8%)

(仮設校舎) (グラウンド整備)

約2,200甫

(建ぺい率約45,9%)

約200甫

(建ぺい率約4.2%)

延べ面積
約23,500甫

(容積率約150.5%)

約6,600甫

(容積率約137.6%)

約200甫

(容積率約4.2%)

構  造

鉄筋コンクリー ト造
一部鉄骨造及び

鉄骨鉄筋コンクリー ト造
鉄骨造 鉄筋コンクリー ト造

基礎工法 杭基礎 杭基礎 べた基礎

階  数 4 3

高  さ 約 23. 5m 約 1 3 m 約 5 m

着 工 予 定 平成 26年 3月 平成 26年 6月 平成 32年 10月

完 了 予 定 平成 29年 3月 平成27年 3月 平成 33年 7月

建築主  1賃密|
東京都新宿区西新宿 2-8-1

東京都知事  石 原 慎 太郎

設計者  1賃密|
東京都品川区東品川2-1-1

株式会社 梓 設計 永 池雅人

1

施工者  1賃密| 未 定

北側敷地の最高高さは、体育館屋根最上部となります。



四
貯
●
∞
電
伴

四
貯
Ｎ
●
憶
伴

苺
難
謡
尊ン

巴
貯

ｒ
∞
憶
伴

↑
l

:

巴
貯
ｏ
∞
憶
伴

窯
歴
眠
選
標
緯

軽
朴
蝶
棋
頭
控
ば
業

◎

巴
せ
０
国
低
伴

軽
眠
終

◎ _

四
貯
∞
側
憶
伴

「

一
‐

寸
．卜

制
正

軽
歴
謡
尊

◎

四
せ
卜
Ｎ
憶
伴

巴
せ
Ｏ
Ｎ
憶
伴

ン

ン
巴
せ
０
国
憶
伴

中 聾

四
貯
寸
ミ
想
伴

巴
貯
ｏ
Ｎ
棋
伴

圏

綻
謡
く
坤

（じ

統
謡
螺
駅

（Ｓ

肺
Ｈ
郎
語

（９

帥
Ｈ
口維
謡
・帥
軽
謡
媒

（こ

冊
Ｈ
醤
削
生
ハ
い
い
体

（じ

進
撃
帥
準
里

６
）

ミ
Ｉ
Ｈ
小
ふ
Ｋ
冊
Ｈ



□
□

圧
ｏ
一翔
輪
凹
謡

□□□面 ｏ
鼠

く
一
図
凹
目

口
□

□
□

| .

ミ

□

□
ヨ

ロ

ヨ ロ

璽□
ヨ

|  | ―

|  | |   |

目
田
器
謡

緊
聾
封
緊

Ｃ
Ｌ
崎
．側

一輪廻謡劃帥］
口

図
側
闇



（徐
―

ム
ヽ
）
図
旧
料

（か
―

ス
半
）
図
旧
料
喜
眠

（〔
―

ム
や
）
図
旧
料
喜
ギ

（〔
―

ヽ
半
）
図
旧
料
喜
に

（〔
―

ス
半
）
図
旧
料
喜
田

０
■

（徐
一■
一ｋ
！！！！や
Ｖ
一図
一旧
！料
一



図
旧
料

口
図
側
目

仰
整
謡
媒

図
旧
室

・
料
ギ
橿

図
旧
料
旧
橿

日=○

（Ｅ
）〇
崎

図
旧
料

・
図
側
闇

ぐE
軽
謡



（羅
娯
英
）
図
縦

田
延
世
帥

（
Ｅ

）

〇

萌

階

協

田

旧

帽

帽

樹

田

日

卸

証

羽

・
日

軋

「

日

ロ

ヴ

日
日
世

口出
醐
ロハ

□
□
□

出 □ | |

□
□□□

固置出

□□

□

□

□□臣
□ □ □

ヨロ
□□□□

「
―
‐
―

且

□

Ｅ
ｏ
ギ
＋
ヨ
置
胆
刷
讐
票

三
崎
．困

＼

三
寸

（軍
翌
凹
蝉
理
―
賦
＼
旺
冊
陛
蝉
幽
肛
■
理
―
賦

”
団
貯
）

口
□

　
　
　
　
□

罫塾

釧
鴫
咽
艦
副

□

ぞ
ヨ

Λ
ｅ

田

運

営

再

緊

運
輩
々
ヽ

暮 畳
喜 v
緊 還

こ
ど
寸

拒
旧
慨
素

一い
く

士
態
再
緊
総

□
■

胃

目

日

目

呂

日

日

聾
錯

璽

鐵□ □□□□□

|   |□□□
目呂電
□ □ □

［一〇０
．一

一Ｈ〓〕　　　　　　　　［０〇一
、ＯＨ〓〕

［０００
、寸

一Ｈ〓〕

［００い
，”

一Ｈ
工〕

［
８

寸
、寸

Ｔ
こ

ヽ

ハ

Ｈ

ト

中〇〇り
、Ｃ

一Ｗ〓〕

［００い
さ卜

一Ｈ工〕

□

（再
緊
英
）
図
総
□
駆
世
帥



（Ｅ
）〇
崎

（再
緊
英
）
図
総

田
鼠
世

固置出

□□
□
属

□
酬

□

□ □□

|   |
目呂電
□□□

□□□

□□□

Ｅ
ｑ
下
さ
旧
慨
裏

三
崎
田
＼
導

（軍
翠
山
翌
理
―
賦
＼
賦
冊
凹
製
幽
胆
〓
理
―
賦

”
団
貯
）

【８
■
妥
土
〕
　
　
　
［ｇ
ｏ
、宙

こ
冒
３
ギ
Ｔ
己
製
い

［００い
、０

一口〓〕

［８

章
ギ
〒
こ

く

ハ

Ｈ

ト

】
　

　

　

い００い
．卜

一Ｈ〓］

□
□
□

□

□ 一ピ
予

□

（再
緊
英
）
図
総
□
鼠
世



（再
緊
択
）
図
横

田
帥
整
謡
媒

（
Ｅ

）

〇

嘲

圏

日

日

日

日

日

□

（
日

群

刊

（

日

当

判

□

〇 ロ

図
総
□
屎
世

Ｅ
受
下
さ
旧
慨
裏

三
ゆ
．困

＼
導

（軍
翠
凹
翌
理
―
賦
＼
眠
冊
嶼
蝉
幽
―口Ｅ
■
騨
―
賦

¨
側
や
）

士
球
再
緊
総
□
■

図
総
□
延
世
帥（再

緊
英
）
図
総
田
帥
整
謡
撃

=o

一出〓］　
　
　
　
［。。崎
、国

一＝〓〕

野□!∃□
□
口
出

軍 占

釜昼
緊

V

臣
皆
！

畳岳
緊 占

臣
せ
寸

距
旧
慨
電

尽

く



【作業方法 口危害防止策等】

1 作 業時間及び休 日について

作業時間は原則として午前 8時 より午後 6時 までとし、日曜日及び祝日は作業を行

いません。

工事進行上、建物内部仕上げ作業など騒音、振動、粉塵飛散など周辺環境への影響

が軽微な作業については、時間外に実施せていただくこともございます。

なお、準備及び後片付けの時間は作業時間から除外させて頂きます。

2 工 事用車両の安全対策について

工事用車輌による事故防止のため、交通誘導員を配置し、事故防止に努めます。

3 工 事による近隣への影響ついて

・ 土埃の飛散防止のために、工事作業所の周囲には仮囲いを設け、散水養生を行い

ます。道路が汚れた場合には、適宜、清掃を行います。

・ 工事振動の発生については、法令を遵守し、振動の発生軽減に努めます。 '

・ 工事騒音の発生については、法令を遵守し、騒音の発生軽減に努めます。

4 隣 接建築物への安全管理

ご近隣の皆様方の家屋、工作物などに損傷等を及ぼさないように万全の注意を払い

ます。敷地に隣接する家屋等については、お住まいの方の承諾を得た上で、家屋調査

をさせて頂きます。家屋調査の範囲については、工事説明会にて詳細な説明をさせて

頂きます。

5 現 場管理について

工事作業所付近における適切な安全対策ならびに火災 ・風紀 ・衛生等の事故防止の

ための現場管理を厳正に行います。

1～ 5の 詳細については施工業者が決まり次第、より具体的な説明を致します。
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